
銃

砲
第

中
坐
、
ひ

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
東
方
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史

第
王
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有
馬

成
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収
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一、
大
砲
は
鉄
製
で
、
長
さ
二
・
七
メ
ー
ト
ル
、
口
径
一
○
セ
ン
チ
、
重
量
約
二
屯
、
砲
身
に
紋
章
が
認
め
ら
れ
る
。

一
、
こ
の
大
砲
は
、
正
保
元
年
（
一
六
四
四
年
）
、
時
の
唐
津
城
主
寺
沢
兵
庫
堅
高
の
た
め
唐
津
湾
で
撃
沈
さ
れ
．
五
○
○
人

に
近
い
異
国
人
が
船
と
運
命
を
共
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
、
国
籍
不
明
の
黒
船
の
備
砲
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

一ゞ
然
Ｌ
、
正
保
の
黒
船
事
件
は
通
航
一
覧
に
あ
る
記
事
以
外
は
兄
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
大
砲
の
由
来
も
明
確
で
は
な
い
。

一、
鎖
国
時
代
の
大
悲
劇
、
重
大
事
件
で
め
る
と
思
わ
れ
る
正
保
の
黒
船
事
件
を
単
な
る
伝
説
と
し
て
放
っ
て
置
く
こ
と
は
出

来
左
い
。
私
は
唐
津
の
出
身
者
と
し
て
、
と
の
事
件
に
多
大
の
関
心
を
以
て
凋
査
研
究
を
続
け
て
い
る
。

一、
唐
津
の
大
砲
が
正
保
事
件
研
究
に
重
要
の
手
が
か
り
で
あ
る
事
に
は
間
違
歳
い
と
思
う
。
大
砲
の
紋
章
の
コ
ッ
ピ
ー
を

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
海
軍
機
関
に
送
っ
て
調
査
へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
海
軍

機
関
か
ら
大
砲
は
紋
章
か
ら
見
て
イ
タ
リ
ア
製
の
よ
う
に
忠
わ
れ
々
つ
と
の
連
絡
か
あ
っ
た
。

一、
右
の
示
唆
に
基
き
、
イ
タ
リ
ア
側
を
調
査
し
た
処
、
ロ
ー
マ
の
海
洋
博
物
館
か
ら
大
砲
の
紋
章
は
十
七
世
紀
ペ
ニ
ス
で
製

造
さ
れ
た
大
砲
の
紋
章
と
同
様
で
あ
る
と
の
回
答
に
接
し
た
。

一、
依
っ
て
、
従
来
南
蛮
砲
と
だ
け
で
そ
の
製
造
国
か
不
明
で
あ
っ
た
唐
津
の
大
砲
の
故
籍
は
ゞ
イ
タ
リ
ア
の
ペ
ニ
ス
で
あ
る

と
推
断
す
る
次
第
で
あ
る
。

一、
昭
和
四
十
一
年
、
舞
鶴
城
跡
の
唐
津
公
園
に
築
造
再
現
し
た
天
守
閣
に
、
一
門
の
南
蛮
大
砲
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
い
つ

の
頃
か
ら
舞
鶴
城
に
あ
っ
た
の
か
明
か
で
な
い
が
、
天
守
閣
に
収
容
さ
れ
る
注
で
は
、
玄
海
雛
を
一
望
に
の
ぞ
む
本

丸
の

最
上
段
に
放
置
さ
れ
て
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

唐
津

城
趾

の
南

蛮
大

砲
に

就
て
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罐
蠅
銅
錘
鯉
郵
梅
唾
、
へ
乢
畦
硫
化

門
佐
、
慰
罰
、
及
び
松
浦
壱
岐
守

祷
窪
郷
雌
も
端
弛
錘
痴
硯
歸
壺
萢

正
保
元
甲
申
年
六
月
八
日
肥
前
国
高
島
、
蝿
鋪
郡
に
筑
前
国
姫
島
と
の
帷
彬
郡
Ｌ
鮮
上
に
異
船
漉
来
ず
、
咽
睡
辮
雄
錐
壗
か
轆
心

嬬
唖
銅
錘
鯉
郵
梅
唾
、
へ
乢
畦
硫
化
壺
坤
維
鴎
嚥
鏥
孔
鐡
詫
誕
悔
ま
れ
と
同
九
ｎ
・
寺
沢
兵
庫
顕
、
雑
姉
銅
唐
松
平
黒
田
、
右
衛

門
佐
、
慰
罰
、
及
び
松
浦
壱
岐
守
一
蠅
輌
銅
平
等
、
軍
船
数
艘
を
出
し

何
十
一
日
悉
焼
沈
め
、
大
筒
を
分
取
す
、
鋤
唖
描
蝉
函

一、
唐
津
の
大
砲
と
正
保
元
年
の
黒
船
と
の
関
係
に
就
て
は
、
別
文
献
を
参
照
せ
ら
れ
礎
い
・

諸
厄
利
亜
国
部
三

早
天
唐
津
之
雄
癖
罪
嘩
厨
錐
前
国
城
主
寺
沢
兵
庫
頭
領
分
高
鈴
と
、
筑
前
国
福
岡
領
志
摩
郡
姫
品
と
の
間
に
、
長
さ
五
十
間

計
の
黒
船
来
り
掛
け
る
由
『
所
々
の
遠
見
所
よ
り
追
々
注
進
あ
り
け
釦
は
、
城
主
兵
陣
頭
殿
大
に
購
給
ひ
、
早
速
本
城
へ
行

天
守
台
よ
り
遠
目
鏡
を
以
御
覧
有
け
れ
ば
、
小
山
の
如
く
茂
る
船
一
艘
、
凡
乗
込
の
人
四
五
百
人
計
可
有
之
、
軍
船
と
見
え

て
、
旗
、
指
物
、
馬
印
、
鉾
、
長
刀
、
剣
其
他
色
々
成
兵
具
を
連
ね
、
数
十
挺
の
石
火
矢
筒
を
揃
へ
Ｌ
有
様
は
、
蒙
古
○
古

へ
を
思
ひ
出
さ
れ
、
彌
船
や
来
ら
ん
か
と
一
家
中
の
者
共
騒
き
大
方
な
ら
す
、
寺
沢
殿
二
の
丸
へ
入
給
ひ
、
早
速
御
陣
触
右

之
、
船
奉
行
池
田
新
助
、
門
崎
伊
右
衛
門
へ
、
浦
々
給
水
主
の
一
川
意
可
致
旨
相
触
候
様
被
仰
付
、
猶
又
唯
船
の
用
意
等
も
御

沙
汰
有
け
る
内
に
、
大
船
頭
小
船
頭

船
目
付
等
の
者
打
寄
、
そ
の
用
意
あ
り
、

正
保
元
甲
申
年
六
月
八
日

沙
汰
有
け
る
内
に
、
大
船
頭
小
船
頭

兼
而
御
定
之
御
人
数
割
左
之
通

一
先
陣
之
士
大
将
岡
島
七
郎
右
衛
門
、

○
異
舶
塔
沈

通
航

一
覧

巻
之

二
百

五
十

三

１
１
１

与
力
に
而
並
河
九
郎
右
衛
門
組
士
共
頃
古
河
伝
右
衛
門
組
士
共
、
稲
田
平
右
術
門

’

。ｈ
ベ
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一
高
島
に
は
与
１

筒
、
弓
共
堅
之
「

組
共
、
柳
本
一

備
へ
乗
出
す
、

一
大
島
に
は
雌
澁
津
証
回
認
軸
郷
踵
秘
轆
早
誕
弛
評
岬
塞
極
鰄
沁
塗
←
鐸
混
一
迂
鵬
蔀
桐
郡
浅
井
小
十
郎
組
士
共
『
川
崎
束
馬

組
士
共
、
岡
原
彦
兵
衛
組
士
共
、
大
筒
小
筒
に
耐
堅
之
、

一
神
島
に
は
岡
島
次
郎
兵
衛
組
士
共
．
谷
崎
八
右
衛
門
組
士
共
、
笹
山
小
藤
太
組
士
共
、
右
同
断
、

一
浜
崎
浦
に
は
小
林
甚
十
郎
組
士
共
、
渡
辺
半
左
衛
門
組
士
共
、
小
野
兵
九
郎
組
士
共
、

一
鷺
の
首
鹿
賀
に
は
斎
藤
杢
右
衛
門
組
士
共
、
右
同
断
、

一
深
江
の
浜
に
は
松
下
半
之
丞
組
士
共

沢
田
玄
蕃
組
士
共
、
右
同
断
、

一
馬
依
島
に
は
酒
井
藤
右
衛
門
組
士
共
、
中
村
源
八
郎
組
士
共
、
古
川
直
馬
組
士
共
、
右
同
断
・

〃
ら

一
加
唐
島
に
は
加
藤
清
左
衛
門
組
士
共
、
磯
田
十
太
夫
組
士
共
、
右
何
断
ゞ

一
破
ヶ
崎
に
は
三
宅
藤
十
郎
組
士
共
「
本
郷
三
十
郎
組
士
共
、
右
何
断

一
後
陣
之
大
将
に
は
原
田
主
計
、
与
力
笹
小
左
衛
門
組
士
共
、
今
井
九
兵
衛
細
士
共
、
並
河
太
兵
衛
組
士
共
、
川
島
茂
石
衛

門
組
士
共
、
足
軽
大
将
に
は
片
岡
庄
右
衛
門
組
士
共
。
石
原
太
郎
左
衛
門
組
士
共
、
陰
山
源
左
衛
門
組
共
、
酒
井
係
左
術
門

組
共
、
柳
本
五
郎
左
衛
門
組
共
、
柴
田
彌
五
郎
組
共
、
渡
辺
与
右
衛
門
組
共
『
島
田
十
郎
右
衛
門
組
共
、
何
も
大
筒
小
筒
を

衛
門
組
士
共
、
呼
子
平
右
衛

右
八
箇
所
之
郷
組
共
に

組
士
共
、
林
又
兵
衛
組
士
共
、
何
も
大
筒
へ
弓
、
鑓
、
長
刀
Ｅ
叩
粟
出
す
、

一
同
足
軽
大
将
に
而
並
河
太
右
衛
門
組
士
共
、
関
善
左
術
門
組
士
共
《
小
笠
原
斉
組
士
共
、
古
橋
庄
助
組
士
共
、

大
竹
嘉
兵

術
門
組
士
共
、
呼
子
平
右
衛
門
組
士
共
、
中
島
与
右
衛
門
組
士
共
．
上
目
八
助
組
士
共
．
何
も
大
筒
、
小
筒
を
備
而
乗
出
す
。

右
八
箇
所
郷
組
足
軽
共

高
島
に
は
与
力
頭
並
河
団
右
衛
門
組
士
共
、
足
軽
大
将
に
は
島
田
直
紀
組
士
共
・
細
井
源
之
丞
組
士
共
、

何
も
大
筒
ゞ

■
■
■
■
ｐ
Ｆ
可

、

Ｉ
Ｉ
Ｊ

ノ
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一
寺
沢
兵
庫
頭
殿
御
先
勢
三
宅
藤
右
衛
門
、
御
後
勢
沢
木
七
郎
兵
術
《

本
組
四
組
、
都
合
五
百
八
十
八
人
、
滞
島
浜
辺
へ
出
張
有
、

一
御
本
丸
御
留
守
居
に
は
岡
島
次
郎
左
衛
門
、
百
十
四
人
に
て
堅
之
、

一
二
の
丸
に
は
並
河
佐
右
衛
門
『
百
二
十
四
人
に
て
堅
之
、

一
水
の
河
に
は
陰
山
源
三
郎
へ
百
人
に
て
堅
之
、

一
仮
屋
崎
に
は
馬
廻
五
騎
、
足
軽
二
十
人
ゞ
右
同
蹄

一
呼
子
浦
に
は
馬
廻
三
騎
、
足
軽
十
五
人
、
右
何
停

一
入
野
浦
に
は
馬
廻
三
騎
、
足
軽
十
五
人
、
右
側
睦

一
黒
川
浦
に
は
馬
廻
二
騎
、
足
軽
十
人
、
右
何
断
、

一
御
本
丸
御
留
守
居
に
は
岡
宙

一
二
の
丸
に
は
並
河
佐
右
衛
叩

一
水
の
門
に
は
陰
山
源
三
郎
へ

一
北
の
門
に
は
細
井
金
十
郎
、

一
黒
川
浦
に
は
馬
廻
二
駒
、
足
軽
十
人
、
右
何
睡

一
向
島
に
は
佐
々
木
四
郎
左
衛
門
組
共
、
馬
廻
一

一
湊
浦
に
は
馬
廻
二
騎
、
足
軽
十
人
、
右
伺
断
、

一
寺
沢
兵
庫
頭
殿
御
先
勢
三
宅
藤
右
衛
門
、
御
忽

牟
組
四
組
、
都
合
五
百
八
十
八
人
、
滞
島
浜
辺

一
船
入
門
に
は
小
寺
兵
十
郎
、
五
十
人
に
黒

一
西
の
門
に
は
関
右
京
、
三
白
人
に
て
堅
之
、

一
名
古
屋
ロ
朴
辻
両
御
町
奉
行
二
組
に
て
堅
一

一
埋
門
に
は
柳
本
徳
太
郎
、
五
十
人
に
て
堅
一

一
西
の
浜
に
は
小
笠
原
登
之
助
、
百
人
に
て
画

一
佐
志
浜
に
は
加
藤
主
殿
、
四
十
人
に
て
堅
一

一
腰
曲
輪
に
は
渡
辺
東
馬
、
百
人
に
て
堅
之
←

一
大
手
門
に
は
熊
沢
三
郎
兵
衛
、
百
五
十
餘
人
に
て
堅
之
、

一
沿
入
弓
に
は
小
寺
兵
十
郎
、
五
十
人
に
て
堅
之
、

名
古
屋
ロ
朴
辻
両
御
町
奉
行
二
組
に
て
堅
之
、

埋
門
に
は
柳
本
徳
太
郎
、
五
十
人
に
て
堅
之
、

西
の
浜
に
は
小
笠
原
登
之
助
、
百
人
に
て
堅
《

佐
志
兵
に
は
加
藤
主
殿
、
四
十
人
に
て
堅
之
、

五
十
人
に
て
堅
之
、

百
人
に
て
堅
之
、

百
人
に
て
堅
之
、

百
人
に
て
堅
之
、

馬
廻
三
騎
、

右
同
断
、

右

何

断
、

右
側
断
、

-デー

イコ

{画」

I折
、

堀
目
付
鬮
枝
清
左
衛
門
、
御
側
組
足
軽
四
組
二
騎
、
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一
福
岡
之
先
陣
に
は
郡
正
太
夫
司
村
沢
源
之
丞
、
・
甲
良
道
可
、
吉
田
久
太
夫
組
々
都
合
七
百
五
十
人
、
後
陣
は
杉
山
文
之
丞
、

浦
野
半
兵
衛
、
新
見
蔀
、
原
吉
之
助
組
々
都
合
七
百
五
十
人
、

一
姫
島
に
は
黒
田
源
左
衛
門
、
吉
田
壱
岐
、
竹
田
十
左
衛
門
、
小
川
勘
左
衛
門
、
小
川
縫
殿
組
々
都
合
五
百
八
十
人
、

｜
姫
浜
に
は
小
林
小
十
郎
、
金
子
内
膳
組
々
都
合
四
百
五
十
人
、

一
衣
崎
に
は
黒
田
監
物
、
山
本
紋
右
衛
門
組
々
都
合
三
百
人
、

マ
マ

十
人
に
て
、
農
方
九
日
夕
方
今
津
浦
へ
出
張
有
、

一
筑
前
国
福
岡
松
平
右
衛
門
佐
殿
在
江
戸
な
れ
と
も
、
姫
島
毛
屋
崎
よ
り
注
進
櫛
の
歯
を
挽
か
如
く
、
御
留
守
居
美
作
よ
り
ゞ

秋
月
噸
殉
銅
誌
頓
獅
睡
準
減
〉
黒
の
方
へ
飛
脚
を
以
申
遣
け
る
へ
早
速
甲
斐
殿
先
陣
黒
田
外
記
、
郡
主
馬
、
山
内
源
八
郎
、

川
田
斉
へ
西
村
蔀
、
大
坪
仲
を
始
と
し
て
、
都
合
五
百
八
十
八
人
、
九
日
暮
方
秋
月
を
出
馬
に
て
毛
屋
崎
へ
出
張
有
、
又
黒

田
市
正
殿
に
は
吉
田
六
郎
太
夫
、
明
石
権
太
郎
、
牧
甚
之
助
、
二
神
七
太
駆
、
黒
田
宗
右
衛
門
等
を
始
め
と
し
て
、
都
合
六

門
、
船
目
付
磯
貝
藤
右
衛
門
へ

百
人
之
着
到
に
て
出
張
あ
り
、

一
黒
崎
に
は
井
上
三
郎
太
夫
組
々
都
合
百
人
、

一
相
の
島
に
は
郡
兵
内
、
明
石
友
兵
衛
都
合
三
百
二
十
‐

一
地
島
に
は
戸
田
係
九
郎
、
吉
田
八
蝿
組
々
都
合
二
百
‐

一
志
賀
島
に
は
黒
田
内
匠
、
井
上
美
濃
都
合
百
五
十
人
、

一
桜
井
に
は
縮
稚
寺
謝
畦
麸
準
銅
韮
手
勢
百
人
、
鏥
華
一

一
鐘
ケ
崎
に
は
黒
田
造
酒
二
百
人

一
野
登
に
は
近
藤
斉
、
野
村
十
郎

一
寺
沢
殿
之
御
船
に
は
美
々
敷
備
へ
、
船
奉
行
池
田
新
助
、
川
崎
伊
左
衛
門
を
初
、
大
船
頭
小
宮
官
右
衛
門
、
吉
田
儀
右
衛

凹
船
目
付
磯
貝
藤
右
衛
門
へ
水
主
六
十
人
に
て
、
烏
爆
と
洲
口
之
間
に
掛
り
、
先
陣
の
相
図
を
相
待
け
り
、
都
合
五
千
五

野
村
十
郎
兵
南
都
合
万
八
十
五
人
、

明
石
友
兵
衛
都
合
三
百
二
十
人
、

吉
田
八
彌
組
々
都
合
二
百
人
、

鏥
華
与
掘
愛
都
合
四
百
人
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一
六
月
九
日
の
暮
方
よ
り
、
唐
津
の
先
陣
後
陣
の
軍
船
数
百
艘
、
無
給
を
遠
巻
し
て
備
た
り
、

一
同
十
日
昼
時
よ
り
、
筑
前
の
先
陣
二
十
五
艘
軍
船
、
姫
島
よ
り
南
之
方
四
里
計
に
し
て
碇
を
卸
し
術
け
り
、
此
所
筑
前
と

唐
津
の
境
の
海
と
見
え
た
る
故
へ
黒
田
寺
沢
の
｜
両
勢
出
張
せ
り
、
翌
十
一
日
朝
、
筑
前
後
陣
の
勢
数
百
艘
船
を
浮
へ
て
、
州

沿
の
北
を
堅
た
り
へ
扱
叉
平
戸
の
城
主
松
浦
壱
岐
守
殿
勢
千
二
百
餘
人
に
て
壱
州
へ
出
張
、
毛
利
勢
は
伊
崎
に
陣
を
張
、
小

笠
原
の
勢
は
黒
崎
の
沖
へ
軍
船
を
浮
へ
、
何
も
左
右
を
今
や
今
や
と
相
侍
吋
る
ゞ
追
々
両
家
の
軍
船
数
千
押
寄
、
十
兎
廿
亜

に
追
取
巻
、
柴
船
、
茅
船
数
百
艘
、
黒
船
の
南
北
に
控
へ
た
り
、

一
両
家
の
総
勢
時
の
声
を
錫
け
る
時
は
、
束
は
毛
屋
崎
、
西
は
小
川
島
、
南
は
虹
の
浜
《
北
は
姫
島
沖
、
四
万
十
里
を
押
出

し
け
り
、
黒
船
よ
り
是
を
見
て
大
き
に
驚
き
、
唐
津
勢
の
方
を
さ
し
招
き
、
何
や
ら
呼
と
い
へ
と
も
、
一
切
開
分
け
不
得
、

只
時
の
声
の
み
Ｌ
て
け
り
、
団
扇
を
以
て
招
き
け
れ
と
も
、
未
た
日
率
に
て
兇
も
せ
る
石
火
矢
筒
三
四
十
挺
、
筒
口
揃
へ
侍
け

け
れ
は
へ
寄
す
る
船
は
一
艫
も
な
し
、
黒
船
も
今
は
す
〈
←
灸
一
や
う
履
く
、
逃
ん
と
す
．
れ
と
も
流
石
広
き
千
海
難
を
、
陸
地
の

如
く
船
筏
を
組
固
め
け
る
故
、
透
間
左
く
し
て
控
へ
た
り
へ
哲
く
し
て
ド
ラ
、
手
ヤ
ン
メ
ラ
を
吹
出
し
時
に
、
年
の
頃
二
十
歳

計
の
若
大
将
、
金
の
冠
に
赤
地
の
錦
の
装
束
し
て
、
朱
の
ゞ
日
傘
Ｆ
釜
銀
の
短
而
数
十
枚
付
『
縁
に
は
紺
地
錦
緋
縮
緬
の
様
な

図
を
相
待
け
り
、

一
二
の
丸
に
は
三
枝
勘
兵
衛
、

一
福
岡
御
留
守
居
に
、
黒
［

一
御
本
丸
に
は
黒
田
外
記
、

一
三
の
丸
に
は
小
川
伝
八
等
を
始
め
、
外
曲
輪
迄
夫
々
に
手
配
Ｌ
｛
し
、
堅
問
に
州
へ
、
焼
草
船
迄
も
用
意
し
て
、
先
陣
の
相

一
野
子
島
に
は
山
本
太
郎
左
衛
門
、
深
沢
源
五
郎
一
日
八
十
・
へ
右
、
伽
も
大
筒
小
簡
、
鉱
踵
刀
に
て
出
張
す
、

一
福
岡
御
留
守
居
に
、
黒
田
美
作
、
在
国
之
諸
士
を
割
合
へ

一
多
々
羅
浦
に
は
竹
本
内
記
百
人
、

一
蘆
屋
浦
に
は
菅
野
六
之
助
一
日
人
、
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る
美
々
敷
も
の
を
付
け
る
を
差
か
け
、
供
廻
り
五
六
十
人
洲
連
れ
、
船
矢
倉
へ
登
り
て
、
寺
沢
兵
庫
頭
の
ミ
つ
墓
の
絞
付
た

る
旗
、
石
無
地
紋
付
た
る
吹
流
し
を
□
口
何
や
ら
言
て
頭
を
下
け
拝
み
け
る
処
を
、
十
一
日
午
刻
へ
唐
津
先
陣
の
大
将
岡
島

七
郎
左
衛
門
船
よ
り
、
並
河
九
兵
衛
組
士
佐
々
木
兵
助
三
十
虹
目
に
て
、
仮
大
将
を
打
落
Ｌ
た
り
、
後
に
控
へ
Ｌ
者
共
大
き
に

に
驚
き
、
何
や
ら
口
に
言
て
怒
り
け
れ
は
、
筑
前
勢
の
中
よ
り
二
三
十
貫
目
筒
に
て
打
掛
け
れ
は
、
あ
や
左
た
す
三
人
打
落

し
た
り
、
残
者
共
矢
倉
よ
り
船
の
内
へ
入
に
け
り
へ
其
時
両
家
よ
り
大
筒
、
小
筒
浩
替
打
掛
け
れ
は
、
黒
船
に
て
は
ど
ら
、

ち
や
ん
め
ら
吹
出
す
や
否
や
、
二
十
四
挺
の
石
火
矢
一
度
に
打
出
す
へ
然
れ
と
も
小
山
の
こ
と
き
大
船
故
、
玉
は
帆
柱
旗
吹

流
し
の
竿
の
す
へ
を
打
通
し
、
人
に
は
一
切
怪
我
は
た
し
、
其
玉
唐
津
の
商
肪
の
北
褒
の
鼻
に
当
り
、
岩
石
お
ひ
た
き
Ｌ
く

打
砕
き
、
数
十
丈
崩
れ
、
毛
屋
崎
の
鼻
迂
打
崩
す
、
此
時
黒
田
へ
寺
沢
の
侍
大
将
牒
し
合
せ
、
衆
て
用
意
の
焼
草
船
を
招
寄

風
上
よ
り
流
し
懸
た
り
、
黒
船
間
近
く
成
け
れ
は
、
柴
船
の
船
頭
火
を
付
て
天
満
船
へ
乗
移
り
、
味
方
の
方
へ
漕
戻
り
け
る
、

掴
又
焼
草
船
黒
船
へ
流
れ
付
頃
、
火
矢
を
諸
方
よ
り
打
懸
け
れ
は
へ
異
国
人
龍
吐
水
鯨
吹
波
杯
い
ふ
火
消
道
具
に
て
是
を
消

と
い
へ
と
も
、
数
百
艘
の
焼
草
船
へ
一
面
に
流
れ
付
燃
上
り
け
れ
ば
、
二
三
艘
は
消
と
い
へ
し
』
も
、
最
早
黒
船
に
火
移
り
、

北
側
半
は
焼
落
る
、
石
火
矢
打
候
節
の
焔
硝
箱
に
火
入
け
る
や
、
海
中
一
面
に
火
と
な
り
、
船
ひ
ら
き
焼
落
に
け
り
、
右
之

趣
、
両
家
三
太
守
へ
黒
船
焼
沈
候
旨
注
進
あ
り
、
大
魚
一
に
悦
ひ
給
ひ
、
彼
同
崩
し
の
大
筒
を
取
揚
へ
芭
哉
の
旨
、
両
家
よ
り

海
士
を
入
ら
れ
、
苧
網
を
以
巻
、
ろ
く
》
っ
に
て
巷
上
け
れ
は
、
唐
津
へ
八
挺
、
筑
前
へ
六
挺
と
り
け
り
、
此
外
い
室
た
十
挺

程
も
海
中
に
あ
れ
と
も
、
綱
切
れ
て
取
潤
不
叶
へ
然
処
筑
前
よ
り
髪
毛
綱
二
房
持
来
り
、
五
度
引
揚
け
れ
と
も
、
此
綱
切
れ

て
不
上
、
何
者
か
言
出
し
け
ん
、
黒
鉛
の
唐
人
焼
死
の
亡
魂
、
右
石
火
矢
を
場
ら
れ
ん
事
を
悲
し
み
あ
か
ら
ず
と
も
、
又
龍

神
の
お
し
み
給
ふ
共
言
触
ら
し
け
れ
ば
、
筑
師
琴
は
隻
毛
綱
則
如
し
後
は
、
此
獅
ゞ
を
恐
れ
し
に
や
、
早
々
人
数
を
叢
と
め
帰

陣
い
た
し
け
る
、
斯
て
岡
島
七
郎
右
衛
門
つ
く
つ
く
思
ひ
け
る
峰
遡
も
黒
田
は
音
に
聞
え
Ｌ
大
家
な
る
故
、
髪
毛
綱
切
Ｌ

後
は
、
其
儘
捨
置
引
け
る
、
当
家
に
て
は
天
草
一
蕊
の
以
来
奄
四
萬
石
被
召
上
、
八
蕊
三
千
石
の
小
家
左
れ
は
、
髪
毛
綱
も

無
之
、
且
又
金
銀
に
て
手
に
入
品
に
も
あ
ら
ず
、
箇
繁
の
器
物
を
捨
置
け
る
け
、
流
石
大
家
の
家
老
職
は
格
別
也
、

我
又
工

_.ー フ ー
ノ



慶
安
二
戊
年
正
月
十
日
写
之

大
久
保
加
賀
守
内

左
藤

源
八

自
注
、
こ
の
書
記
は
、
五
箇
年
以
前
正
保
元
年
之
奥
、
黒
舶
焼
討
之
次
第
、
寺
沢
兵
庫
頭
様
御
家
中
並
河
太
左
衛
門
屋
駁
を

私
請
取
候
処
、
座
敷
押
入
之
内
に
此
書
記
有
之
故
、
本
詳
は
上
へ
差
上
者
也
、
○
唐
津
城
鉄
砲
古
事
、

夫
を
考
へ
、
右
の
毛
綱
を
取
上
候
事
案
の
内
に
あ
り
、
髪
毛
に
似
た
れ
は
苧
を
ね
り
注
せ
、
汐
間
に
彼
切
れ
し
毛
綱
へ
つ
な

き
合
せ
、
二
度
迄
巻
、
此
方
の
宝
に
せ
ん
と
独
り
笑
を
含
み
、
同
役
へ
も
沙
汰
た
し
に
其
用
意
有
て
、
太
守
へ
申
上
、
彼
所

へ
船
を
出
、
巻
上
け
た
れ
と
も
、
又
と
切
れ
て
不
揚
、

｜
寺
沢
兵
庫
頭
殿
黒
船
征
伐
相
済
、
総
勢
一
人
も
怪
我
も
な
く
御
勝
利
の
事
故
、
則
当
所
鎮
守
五
社
大
明
神
へ
御
参
詣
あ
り
、

一
右
の
黒
船
何
の
国
と
い
う
事
不
知
候
得
共
、
取
溺
Ｌ
大
筒
の
文
字
を
見
れ
ば
、
横
文
字
に
て
＃
き
た
る
様
子
は
阿
蘭
陀
に

似
た
り
、
其
頃
イ
ギ
リ
ス
国
は
敗
世
の
頃
、
彼
国
の
軍
船
に
て
は
左
言
一
か
と
い
へ
り
、
敗
軍
に
及
ひ
日
本
へ
吹
流
し
《
其
上

兵
種
水
薪
等
を
求
め
ん
た
め
来
り
し
と
見
え
た
れ
と
も
、
其
旨
も
不
糺
焼
討
せ
し
は
、
行
届
さ
る
仕
方
と
、
世
上
に
て
風
聞

に
及
ひ
し
な
り
、
尤
公
儀
よ
り
御
褒
美
も
な
く
、
又
御
舎
も
丘
し
、

一
此
度
の
焼
討
急
成
も
尤
な
り
、
先
年
南
蛮
国
の
黒
船
渡
海
を
定
し
、
天
草
島
原
の
郷
民
と
も
を
切
支
丹
宗
門
に
引
入
一
侯

を
企
、
剰
松
倉
家
断
絶
、
寺
沢
家
は
天
草
に
て
四
萬
石
被
召
上
け
る
も
、
元
は
黒
船
よ
り
起
り
Ｌ
事
故
、
公
儀
の
御
差
図
無

之
と
も
、
黒
田
家
へ
申
合
せ
て
、
有
無
も
不
糺
焼
討
在
之
候
、
尤
の
顎
也
、
蒙
古
以
来
、
黒
船
焼
討
之
儀
は
希
有
の
事
の
由

一
先
達
而
海
中
へ
沈
し
鉄
砲
巻
上
候
は
、

二
挺
は
朝
鮮
征
伐
の
節
、
加
藤
虎
之
助
些

り
、
都
合
石
火
矢
十
挺
有
之
候
由
な
り
、

に
て
候
、

砲
巻
上
候
は
、
筑
前
へ
六
挺
、
三
の
曲
輪
に
有
之
候
、
唐
津
へ
八
挺
、
腰
曲
輪
に
有
之
候
、
外
に

加
藤
虎
之
助
持
帰
り
、
唐
津
之
城
に
有
之
と
云
伝
へ
た
り
、
尤
二
挺
は
小
筒
な
り
、
文
字
相
違
な
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無
断
転

載
を
禁

ず
た

○こ
の
黒
人
使
節
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
に
対
し

住
民
を
方
ノ
リ
ス
ト
教
に
改
家
せ
し
む
る
た
め
、
伝
道
師
を
送
っ
て
も
ら
い
度
い

と
請
求
し
た
、
尚
ほ
ベ
ニ
ン
王
国
の
束
、
内
地
三
百
五
十
リ
ー
グ
に
あ
為
オ
ガ
ネ

（
○
噌
昌
の

）
と
呼
ぶ
有
力
な
大
王
が

あ
っ
て
、
俗
界
と
精
神
界
と
を
支
配
し
、
附
近
の
諸
王
に
対
し
主
権
を
持
っ
て
い
→
ミ
ベ
ニ
ン
王
が
即
位
し
た
と
き
も
、
彼
に

対
し
種
々
の
贈
り
も
の
を
な
し
、
彼
よ
り
封
地
支
配
権
を
表
哩
仏
ナ
徽
章
を
受
け
て
王
位
に
叩
い
た
と
語
っ
た
。

ア
フ
オ
ン
ゾ
五
世
の
後
を
継
い
だ
ヨ
ァ
ニ
一
世
二
四
八
一
’
一
四
九
五
）
が
、
王
位
に
即
く
と
、
大
叔
父
ド
ン
・
ヘ
ン
リ

ー

ッ
ク
の
探
険
事
業
を
受
け
継
い
で
、
岐
初
に
派
適
し
た
デ
ィ
オ
ゴ
。
カ
ン
（
‐
》
一
。
侭
。
？
〕
。
）
は
一
四
八
四
年
に
コ
ン
ゴ
ー
河

口
に
達
し
、
更
に
こ
れ
を
南
に
越
え
て
、
二
一
日
リ
ー
グ
以
上
を
進
み
探
険
し
た
。

こ
の
航
海
に
は
ア
ス
ト
ロ
ラ
ー
ゞ
フ
を
初
め
て
航
海
術
に
応
用
，
」
た
マ
ル
チ
ン
。
・
へ
ハ
ム
（
冨
白
昇
旨
胃
冒
ョ
）

を
伴
つ

シ
｛
齢
○
ご
“
。

且
⑦

是

い
と
依
頼
さ
れ
た
。

１

を
た
デ
イ
オ
。
．
・
カ
ン
は
、

コ
ン
、
コ
ー
か
ら
端
る
と
き
、

ヨ
ア
ン
。
一
ノ
フ
オ
ン
ゾ
・
テ
・
ア
ヴ
エ
イ
‐
ロ

（
】ｃ塵ｏ

廣
罵
。
冒
唾
。
：
ど
の
胃
。
）
と
い
う
人
・
か
ら
（
ベ
ニ
ン
王
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
へ
派
遣
す
る
使
節
を
同
乗
さ
せ
て
も
ら
い
度

●

ポ
ル

ト
ガ

ル
の

東
方

進
出

史
（
そ

の
三

）

一
、

ブ
レ

ス
タ
ー
・

ジ
ョ

ン
の
国

第
二

章
ヨ

ア
ン

ニ
世
時
代

有
馬

成
甫

訳
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●

こ
の
談
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
に
非
常
な
感
励
を
与
え
た
、
→
て
れ
ば
先
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
来
た
一
ノ
ピ
シ
ニ
ア
の
僧
か
ら
聞
い
た
談

と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
、
そ
の
大
王
と
称
す
る
も
の
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
王
の
プ
レ
ス
タ
ー
・
・
シ
ョ
ン
（
で
『
の
“
言
の
尉
雪
◎
言

）
と
い
う
も
の
に
相
異
な
い
、
《
て
れ
で
印
匪
へ
の
道
と
拓
く
に
当
っ
て
、
《
一
ゞ
の
よ
う
な
有
力
な
国
王
と
同
盟
す
如
ば
容
易
に
成
功

す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
れ
ば
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
と
貿
易
と
の
両
目
的
を
何
時
に
達
成
す
る
こ
と
に
た
る
の
で
あ
る
か
ら
、

先
・
つ
海
上
と
陸
上
と
の
両
路
か
ら
プ
レ
ス
タ
ー
。
・
シ
ョ
ン
の
国
へ
達
し
よ
う
と
考
え
た
。

ド
ム
・
ヨ
ア
ン
ニ
世
は
と
の
目
的
を
達
・
す
る
今
八
め
、
ア
ン
ト
ニ
オ
。
デ
・
リ
ス
ボ
ン
師
（
司
異
茸
の
『
シ
ョ
冒
昌
。
且
の
目
、
Ｉ

ア
ー
‐
〆
更
侭
ノ
く
ト
コ
。
デ
。
モ
ン
タ
ロ
ョ

（
勺
⑦
１
『
Ｃ
Ｑ
①
冨
○
】
）
冨
司
Ｏ
望
。
）
の
二
人
を
陸
路
か
ら
、
プ
レ
ス
タ
ー
・
・
シ
ョ
ン

モ
ー

ゴ
ｏ
画
）
及
び
ペ
ト
ロ
・
デ
・
モ
ン
タ
ロ
ョ

（
華

の
居
る
処
を
発
見
せ
よ
と
命
じ
て
出
発
せ
し
め
た

訓
令
の
内
容
は
『
・
フ
レ
ス
タ
ー
・
・
ン
ヨ
ン
の
国

育
つ
か
、
そ
の
外
ム
ア
ー
人
が
ヴ
エ
ニ
ス
に
持
ち

彼
等
は
リ
ス
ボ
ン
を
出
発
し
て
パ
レ
ス
タ
ィ
ン

そ
こ
で
王
は
東
方
の
事
情
に
通
じ
、
且
つ
ア
ラ
ビ
ヤ
語
為
談
‘
す
こ
と
の
出
来
る
ヨ
ア
ン
・
ペ
レ
ヌ
・
デ
・
ゴ
ヴ
ィ
ル
ハ
ン

（
』
ｃ
画
。
勺
①
『
①
ｍ
号

○○ぐ一｝胃っ）
を
使
節
と
し
、
ア
フ
オ
ン
ゾ
・
一
プ
。
。
ハ
ヴ
ィ
ア
（
津
罵
。
ご
ｍ
ｏ
皇
①
も
湧
く
旨
）
を
同

行
せ
し
む
る
と
と
と
し
た
へ
そ
う
し
て
そ
の
旅
行
街
用
に
元
つ
お
た
め
王
室
財
部
よ
り
四
一
日
ク
ル
サ
ド
ス
を
支
出
す
る
こ
と
と

し
、
半
分
は
現
金
に
て
、
他
は
ナ
ポ
リ
に
て
現
金
に
代
へ
得
る
よ
う
踵
手
形
を
与
・
→
へ
た
。

彼
等
は
一
四
八
七
年
五
月
七
日
、
リ
ス
渋
ン
を
出
発
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
行
き
へ
》
て
こ
か
ら
ナ
ポ
リ
に
渡
り
、
次
で
船
に
て

ロ
ー
デ
ス
島
（
里
ｏ
１
①
、

胃
・
）
に
行
き
、
数
日
滞
在
の
後
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ヤ
に
渡
っ
た
が
二
人
共
病
気
に
か
か
り
床
に
就

い
た
、
然
し
全
快
し
て
か
ら
品
物
を
仕
入
れ
カ
イ
ロ
に
行
き
←
て
と
で
ム
ア
ー
人
の
隊
商
に
加
わ
っ
て
ト
ル
（
弓
目

ン
ナ
ィ
山

の
趣
、
紅
海
沿
岸
の
町
）
に
行
き
、
そ
こ
で
印
度
の
誤
傭
を
噸
く
こ
と
か
出
来
た
。

と
が
出
来
ず
、
引
返
し
帰
国
し
た
。

．
・
ン
ヨ
ン
の
国
は
仙
所
に
あ
る
の
か
、
海
に
臨
ん
で
い
る
の
か
、
《
て
と
に
は
胡
椒
や
肉
桂
か

エ
ー
ス
に
持
ち
来
る
香
辛
料
を
産
す
る
の
か
、
な
ど
を
調
査
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
う
た
。

ハ
レ
ス
タ
イ
ン
ま
で
行
っ
た
か
ヘ
ア
ラ
ピ
ヤ
語
に
通
じ
な
い
の
で
、
そ
れ
以
上
旅
行
す
→
や
と

○
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そ
こ
か
ら
舟
に
乗
っ
て
ス
ア
キ
ン
（
普
臭
目
）
を
経
て
ｚ
テ
シ
に
行
弐
一
、
そ
こ
で
二
人
は
分
れ
、
コ
ヴ
ィ
ル
ハ
ン
は
印
度

に
向
い
、
。
〈
ヴ
イ
ア
は
エ
チ
オ
ピ
ア
に
向
い
、
カ
イ
ロ
に
て
再
び
適
わ
ん
と
約
束
し
た
。

コ
ヴ
イ
ル
ハ
ン
は
、
ム
ア
ー
の
舟
に
便
乗
し
て
印
度
の
了
う
パ
ー
ル
海
岸
の
カ
ナ
ノ
ー
ル
に
着
き
、
そ
こ
で
大
量
の
生
姜
。

胡
椒
が
育
ち
つ
つ
あ
る
の
を
見
、
ま
た
ク
ロ
ー
ヴ
。
肉
桂
が
辿
ば
れ
て
来
る
山
を
見
叫
し
、
｜
て
こ
か
ら
ゴ
ア
を
経
て
オ
ル
ム
ズ

に
至
り
、
通
商
状
況
を
充
分
に
視
察
し
て
、
紅
海
に
向
う
船
で
・
ハ
・
ヘ
ル
・
マ
ン
・
デ
・
フ
海
峡
の
外
の
ゼ
ィ
ラ
（
国
の
弓
睡
）

で

ア
フ
リ
カ
に
上
陸
し
、
．
《
ア
ー
人
の
隊
商
に
加
わ
っ
て
海
岸
非
一
ソ
フ
ア
ラ
室
で
南
下
し
、
そ
こ
に
ム
ア
ー
人
か
「
月
の
島
」
と

呼
ぶ
島
が
あ
っ
て
、
長
さ
九
百
マ
イ
ル
に
達
す
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
の
島
は
後
に
セ
ン
ト
。
ロ
ー
レ
ン
ス
島
と
名
付
け
ら
れ

た
が
、
ま
た
後
に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
名
を
以
て
知
ら
奴
て
い
￥
わ
、
そ
戸
）
よ
り
引
退
Ｌ
て
セ
ィ
ラ
に
帰
り
、
ア
デ
ン
を
経
て
ト
ル

か
ら
上
陸
し
て
カ
イ
ロ
に
帰
り
、
友
を
侍
っ
た
。

然
し
パ
イ
ヴ
ア
は
遂
に
来
ら
ず
、
ョ
一
・
／
ン
王
、
よ
り
の
使
者
一
ソ
ピ

具
〃
・
フ
ラ
〈
ム
（
守
ら
冨

少
耳
鼻
一
窪
ヨ
ヘ
］
毎
国
旦
騨
）

及
び

ヨ
セ
フ
・
デ
・
ラ
．
メ
ゴ
（

旨
の
§
｝
〕
（
言
冒
ョ
の
函
。
）
が
来
た
、
こ
の
二
人
峰
パ
イ
‐
ヴ
ァ
に
従
っ
て
パ
ク
ダ
ッ
ト
に
赴
き
、

オ
ル
ム
ズ
の
富
や
香
料
に
つ
い
て
調
査
し
こ
れ
を
王
に
報
告
幻
為
必
一
帰
っ
た
か
再
ひ
こ
り
地
に
向
ふ
く
く
命
ぜ
ら
れ
て
来
た
の

彼
等
が
持
参
し
た
王
よ
り
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
若
し
訓
令
の
全
部
←
手
」
凋
奔
し
饗
っ
て
い
る
な
ら
ば
リ
ス
ボ
ン
に
帰
れ
、
若
し

調
査
が
残
っ
て
お
れ
ば
、
こ
れ
を
続
行
せ
よ
と
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
コ
ヴ
イ
ル
は
．
フ
レ
ス
タ
ー
。
ジ
ョ
ン
の
国
に
は
未
だ
途
，
し
て
い
な
い
の
で
、
今
迄
見
附
Ｌ
た
こ
と
を
悉
く
報
告
讐

に
書
い
て
ヨ
セ
フ
に
持
た
せ
て
帰
国
さ
せ
、
若
し
王
が
船
を
ギ
ニ
ア
に
送
る
な
ら
ば
「
月
⑭
鳥
」
沿
岸
に
も
達
す
る
こ
と
が
出

来
、
そ
れ
か
ら
印
度
の
カ
リ
カ
ン
ト
に
も
行
く
こ
と
が
出
来
る
と
附
爵
し
へ
自
ら
は
ア
”
フ
ラ
ハ
ム
と
共
に
、
オ
ル
ム
ズ
に
行
負
一
、

そ
こ
か
ら
彼
を
帰
し
て
、
プ
レ
ス
｜
タ
ー
・
シ
ョ
ン
の
国
を
探
が
そ
う
と
思
っ
て
い
る
と
響
い
た
。

コ
ヴ
イ
ル
ハ
ン
は
ラ
ビ
・
ア
ゞ
フ
ラ
ハ
ム
と
共
に
オ
ル
ム
ズ
に
灯
き
、
一
ノ
デ
ン
に
帰
り
、
そ
こ
で
ア
・
フ
フ
ハ
ム
を
リ
ス
ボ
ン
に

オ
ル
ム
ズ

で
あ
る
。
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そ
う
し
て
プ
レ
ス
タ
ー
．
、
シ
ョ
ン
（
サ
ア
ー
ネ
ー
ム
は
ア
レ
キ
サ
ン
タ
ー
）
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
よ
り
脳
ら
散
た
金
と
銀
と

を
ち
り
ば
め
た
王
冠
を
渡
し
、
王
の
好
意
と
援
助
の
意
志
と
を
伝
え
た
が
へ
岐
は
｜
て
こ
を
離
れ
る
こ
と
が
中
々
出
来
ず
、
数
多

の
贈
物
を
与
え
ら
れ
、
多
く
の
随
行
員
を
附
せ
ら
れ
て
出
発
し
た
か
、
途
中
ム
→
’
１
と
従
者
と
の
一
間
に
紛
争
が
起
り
、
再
び
連

れ
戻
さ
れ
て
、
王
宮
の
在
る
シ
ョ
ァ
（
エ
ゴ
。
”
）
に
一
打
っ
て
１
の
厚
遇
を
受
け
、
強
世
を
王
と
共
に
ア
ピ
シ
ニ
ァ
に
て
過
ご

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
、
彼
は
》
て
こ
で
結
婚
し
、
多
く
の
財
産
・
徒
給
せ
ら
れ
、
高
位
に
昇
り
、
三
十
三
年
を
過

ご
し
て
死
ん
だ
。

帰
え
し
、
自
分
は
エ
チ
オ
ピ
ア
に
入
り
、

そ
こ
で
彼
は
非
常
に
好
過
せ
ら
れ
た
ｃ

隊
は
五
十
噸
の
船
二
隻
よ
り
成
り
、
充
分
の
極
食
滞
品
を
菰
み
込
ん
で
、
デ
ィ
ア
。
ス
は
《
て
の
中
の
一
隻
に
座
乗
し
、
他
の
一

隻
に
は
、
ユ
ア
ン
・
一
，
ノ
ン
フ
ア
ン
テ
（
冒
湾
ョ

冒
冒
ョ
言
の

）
と
い
う
騎
士
を
キ
ャ
・
フ
テ
ン
と
し
、
副
長

（
目
の
弓
：
門

）

パ
ル
ｋ
ｒ

遣
し
た
。

一
四
八
六
年
八
月
末
に
リ
ス
ボ
ン
を
出
発
し
、
ア
フ
リ
カ
西
岸
に
治
ふ
て
南
下
し
、
先
に
デ
ィ
オ
ゴ
・
カ
ン
（

目
ｏ
頃
。

ｏ
説

）
が
最
南
端
と
思
っ
て
記
念
柱
を
建
て
た
マ
ン
ガ
。
ダ
ス
・
ア
レ
ア
ス
（
冒
斡
。
闇
１
２

崔
吋
の
画
の
）

を
過
ぎ
て
一

つ
の
湾
に
達
し
、
こ
こ
に
ア
ン
グ
ラ
・
ド
ス
・
イ
ル
ヘ
オ
ス
（
シ
冒
鳴
斡
包
ｏ
唾

ご
毒
①
つ
ぃ
小
島
岬
）
の
名
を
附
し
た
こ
と
は
後

に
、
デ
イ
ア
・
ス
岬
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
岬
と
呼
ば
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

に
は
デ
イ
ア
・
ス
の
弟
ペ
ド
ロ
。
デ
イ
ア
ズ
を
乗
組
を
し
め
た
。

一
四
八
六
年
八
月
末
に
リ
ス
ボ
ン
を
出
発
し
、
ア
ブ
』
リ
カ
ー

ｏ
説

）
が
最
南
端
と
思
っ
て
記
念
柱
を
建
て
た
マ
ン
ガ

つ
の
湾
に
達
し
、
こ
こ
に
ア
ン
グ
ラ
・
ト
ス
・
イ
ル
ヘ
オ
ス

ヨ
ア
ン
ニ
世
王
は
、
前
記
の
派
遣
の
外
に
、
海
上
上
り
プ
レ
ス
タ
ー
・
〉
シ
ョ
ン
の
国
に
達
せ
し
め
ん
と
ナ
る
目
的
を
以
て
、

ル
ト
ロ
メ
ウ
．
デ
・
デ
イ
ー
ノ
ズ
（

冒
局
二
５
－
ｃ
ョ
の
巨
号
目
陰
画
一
四
五
○
’
一
五
○
○
）
を
指
揮
官
と
し
て
探
険
隊
を
派

二
、
◆
ハ
ル

ト
ロ
メ
ウ
・
デ
・
デ
イ
ア
ズ

了
に
入
り
、
ゼ
イ
ラ
上
り
程
近
い
→
・
〃
レ
ス
タ
ー
・
・
ン
ヨ
ン
の
宮
廷
に
蒲
い
た
。

’
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そ
れ
か
ら
尚
ほ
、
も
南
へ
航
し
た
が
、
風
波
が
強
く
な
・
り
一
つ
の
岬
を
五
日
間
も
趣
ゆ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
そ

の
岬
を
ア
ン
グ
ラ
・
タ
ス
。
ヴ
オ
ル
タ
ス
（
毎
コ
目
程
号
匪
ぐ
（
）
一
冒
唾
）

又
は
回
転
岬
（
○
号
の
（
）
崗
弓
毎
国
］
、
》
・
吋
弓
鱒
・
富
）

と
名
附
け
た
今
日
オ
レ
ン
》
シ
河
口
の
南
岬
を
一
鋲
し
て
い
／
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

．

そ
れ
か
ら
船
隊
は
、
風
波
の
た
め
に
十
三
日
間
も
南
に
流
さ
れ
て
陸
地
は
見
え
ず
、
寒
さ
は
次
第
に
加
わ
り
風
が
少
し
弱
室

っ
て
来
た
の
で
、
一
プ
イ
ア
・
ス
は
陸
地
が
尚
ほ
も
南
に
延
び
て
い
る
も
の
と
思
い
、
こ
れ
に
近
ゞ
つ
か
ん
と
Ｌ
て
、
東
に
変
針
し
た

が
遂
に
陸
地
を
見
る
こ
と
が
出
来
ず
、
そ
れ
よ
り
北
に
転
針
し
て
進
む
う
ち
に
一
つ
の
湾
に
到
着
し
た
。

そ
の
沿
岸
に
は
多
く
の
牛
か
い
た
が
土
人
は
船
隊
を
兄
る
と
七
の
牛
の
群
を
内
地
の
方
に
追
い
込
ん
で
し
在
っ
た
、
そ
こ
で

こ
の
湾
を
ア
ン
グ
ラ
・
タ
ス
。
ヴ
ア
ケ
イ
ロ
ス
（
シ
コ
暦
．
麓
：
い
『
昌
厘
の
旨
．
ｃ
の

）
を
た
は
牛
群
識
（
国
画
電
。
由
。
。
皇
一
の
司
房
）

と
呼
ん
だ
、
今
の
。
コ
ー
リ
ッ
ソ
川
（
冒
ぐ
。
『
鼻
昌
昌
→
摩
）

口
に
近
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
湾
（
国
の
加
一
｝
鱈
畠

）
で
あ
る
。

デ
イ
ア
ズ
は
こ
の
と
き
既
に
、
希
望
岬
を
廻
っ
て
東
の
方
に
行
っ
て
い
た
の
で
一
参
る
が
、
彼
は
こ
れ
に
気
付
か
ず
、
こ
の
と

こ
ろ
か
ら
東
に
小
さ
な
湾
に
入
り
清
水
の
補
給
を
し
た
、
こ
の
地
点
を
サ
ン
。
・
フ
ラ
ズ
湾

（
普〔》

胃
湾
劉
）
と
名
付
け
た
。

デ
イ
ア
ズ
は
、
そ
れ
よ
り
も
尚
ほ
も
束
に
進
ん
で
一
ノ
ル
・
コ
ア
湾
（
ン
］
頭
〔
一
鯵

冒
電

）
の
小
さ
な
島
に
清
き
、
そ
こ
に
柱
と

十
字
架
と
を
建
て
、
そ
の
岩
に
サ
ン
タ
・
ク
ル
ー
ズ
（
亟
凄
ご
量

９
冨
劃
）
の
名
を
与
え
た
、
こ
れ
は
今
に
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
希
望
岬
を
東
に
越
え
て
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
足
跡
を
印
し
た
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
る
。

彼
は
そ
れ
か
ら
尚
ほ
も
東
へ
進
み
、
サ
ン
タ
。
ク
ル
ー
・
ス
か
ら
二
十
五
リ
ー
グ
の
と
こ
ろ
に
め
る
川
口
に
着
い
た
そ
こ
で
二

番
船
の
サ
ン
・
・
ハ
ン
タ
レ
オ
ン
号
（
要
三
宅
蜜
二
言
二
《
．
ｃ
ご
←
）
の
職
長
が
上
雄
し
た
の
で
、
そ
の
川
の
名
を
ア
ン
フ
ァ
ン
テ
Ⅱ

（
旨
。
：

冒
曽
邑
胃
）
と
名
付
け
た
、
今
大
魚
川

（（宮〃の鱈一冨墜一一｛・ブ．ゞ
こ
と
呼
ん
で
い
〃
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
時
乗
員
の
問
に
、
こ
れ
以
上
束
へ
は
進
み
度
く
左
い
上
｜
い
・
フ
不
服
の
孫
が
起
っ
た
、
そ
こ
で
一
フ
ィ
ア
ズ
も
引
き
返
さ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
－
て
れ
よ
り
西
へ
航
‐
し
、
サ
ン
タ
・
ク
ル
ー
→
〈
鬼
通
過
し
、
一
戸
の
岬
を
見
た
、
と
の
附
近
は
風
波
の
荒

い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
岬
を
カ
ポ
・
ト
ル
メ
ン
ト
ノ

（
〕
こ
←
』
ｃ
司
冒
《
倫
謬
→
合
唾
）
即
ち
「
繋
風
岬
」

へ
呼
声
ゞ
国
辱
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ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
一
四
九
三
年
五
【

の
勅
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ら
れ

て

そ
こ
で
法
皇
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
六
世

二
四
九
二
－
一
五
○
三
）
ぱ
、

両
国
）
に
対
し
、
公
平
に
新
発
見
地
の
領
有
を
分
割
す
る
た
め
に
、
同
一

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
一
四
九
三
年
五
月
阿
日
に
左
の
要
旨
の
勅
神

身
へ

た
○

デ
ィ
ア
ズ
の
船
隊
は
一
四
八
七
年
十
二
月
に
リ
→
へ
々
ボ
ン
に
妬
矛
し
た
、
山
芋
卜
ゞ
り
八
ヶ
，
十
と
、
を
〃
し
、
海
岸
線
を
三
百

五
十
リ
ー
グ
も
新
た
に
発
見
し
、
僻
に
希
望
岬
を
東
に
廻
つ
た
妓
初
い
航
海
老
と
し
て
不
朽
の
素
を
爾
妨
た
り
で
ろ
為
。

と
の
探
険
は
ヨ
ア
ン
ニ
世
の
時
代
と
し
一
し
ば
雌
陵
の
成
果
と
‐
←
忠
（
た
つ

一
四
五
四
年
一
月
八
日
附
て
、
時
の
法
皇
ニ
コ
ラ
ウ
ス
五
世

（
更
←
冒
冒
ｅ
言
冒
屋
久
ぐ

一・号ご
－
重
劇
）
は
、
ド
ム
・

ヘ
ン
・
リ
ン
ク
の
要
請
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
ア
フ
オ
ン
・
ソ
五
世
二
Ｗ
三
八
’
一
四
八
こ
に
対
Ｌ
ア
フ
リ
カ
西
岸
ノ
ン
岬
よ
り

イ
ン
ド
に
至
る
間
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
民
が
姥
兇
す
る
総
て
の
土
地
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
に
附
与
す
る
と
い
う
勅
諜

（
冒
皀
）
を
与

ス
チ
ー

し
た
。

の
勅
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
＠

そ
れ
は
発
見
地
の
異
民
族
に
対
し
、

然
し
一
四
九
二
年
コ
ロ
ン
・
ブ
ス
が
西
印
度
（
ヒ
ス
・
〈
・
ニ
オ
ラ
）
に
達
す
る
‐
Ｌ
、
一
ノ
ブ
。
コ
ン
王
フ
エ
ル
デ
イ
ナ
ン
ド
、
及
び
カ

チ
ラ
女
皇
イ
ザ
ペ
ラ
は
、
法
皇
に
対
し
、
そ
の
艦
隊
が
発
兇
す
る
総
て
の
土
地
を
占
有
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
た
し
と
講
求

。
§
⑦
）
と
呼
ん
だ
が
帰
国
し
て
デ

冒
斡

国
息
の
司
謹
。
。
露
（
希
望
岬
）

れ
て
い
る
有
名
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
、
ロ
ー
マ
法
皇
の
勅
謝
（
分
割
線
）

基
督
教
を
宣
仁
し
て
改
宗
せ
し
む
》
・
つ
と
と
を
条
件
と
Ｌ
毒
両
阿
が
将
来
争
い
を
起
さ
ぬ

イ
ア
ズ
が
「
コ
ア
ン
ニ
世
に
と
例
を
報
告
し
た
と
｝
‐
一
ろ
、
王
は
名
を
改
め
て

ａ
画
冒
号

則
ち

ｃ
三
）
（
．
：

全
》
ミ
ー
堅
）
ご
っ

‐
と
巾
名
１
．
堤
｜
、
こ
知
か
今
日
主
で
そ
の
名
を
以
て
知

ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
》
（
カ
ュ
ナ
ル
・
ア
ン
》
コ
ー
プ

条
件
の
下
に
権
利
を
与
へ
、
両
国
の
間
に
紛
争
が
起

一
胃
ご

）
を
発
布
し
た
、
こ
れ
が
所
謂
分
割
線
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よ
う
に
す
る
た
め
、
ア
ゾ
ー
レ
ス
鳥
と
ケ
ー
プ
・
§
甥
。
ウ
エ
ル
テ
ふ
ょ
り
西
方
百
リ
ー
グ
の
と
こ
ろ
に
一
線
を
画
き
、
そ
の
線

か
ら
西
の
方
を
ク
リ
ス
マ
ス
迄
に
キ
リ
『
〈
卜
救
国
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
て
い
た
い
土
地
で
、
既
に
発
兇
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
ま

た
は
発
見
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
は
カ
ス
チ
ル
女
皇
と
ア
ラ
ゴ
ン
ヱ
及
び
そ
の
子
孫
に
樫
せ
し
め
ら
る
ろ
、
そ
の
線
以
東
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
王
位
に
帰
属
せ
し
む
る
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
〔
原
文
復
出
〕

ポ
ル
ト
ガ
ル
王
は
こ
の
勅
菩
に
不
満
で
あ
っ
た
、
そ
れ
が
余
り
に
ア
フ
リ
カ
に
近
い
か
ら
と
い
う
の
で
あ
る
、
そ
れ
で
王
は

早
速
便
を
ロ
ー
マ
に
派
遣
し
て
、
そ
の
改
訂
を
夢
求
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
受
け
容
れ
ら
れ
た
か
っ
た
。

そ
こ
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
は
、
カ
ス
チ
ル
・
了
う
。
コ
ン
王
と
交
渉
Ｌ
、
両
国
交
渉
委
員
を
以
て
一
四
九
四
年
に
ス
ペ
イ
ン
の
ト

ル
デ
シ
ラ
ス
（
弓
。
邑
の
２
二
画
、
メ
ペ
ィ
ン
の
ウ
ァ
フ
ド
リ
ッ
ド
州
）
に
て
会
議
を
聞
き
、
こ
の
分
割
線

（
目
。
命
（
島

国
の
ョ
魯
旬
。
塑
亘
。
口

）
の
改
訂
を
討
議
し
た
結
果
、
勅
餅
の
線
よ
り
西
方
二
百
七
十
リ
ー
グ
、
童
允
は
、
ケ
ー
プ
。
デ
・

ヴ
エ
ル
デ
島
よ
り
西
方
三
百
七
十
リ
ー
グ
の
と
こ
ろ
に
一
線
を
副
し
、
そ
の
山
峨
ア
ラ
§
コ
ン
・

刀
ス
チ
．
｜
フ
王
に
、
左
た
そ
の
線

よ
り
東
方
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
へ
与
え
る
と
し
う
こ
と
で
談
が
纒
圭
つ
た
。

尚
ぼ
ト
ル
デ
シ
ラ
ス
条
約
の
痢
三
条
に
は
、
分
割
線
を
如
何
に
引
く
か
に
つ
い
て
は
尚
ほ
協
砿
す
る
こ
と
、
第
四
条
に
は
イ

ス
パ
ニ
ァ
船
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
領
域
を
自
由
に
航
行
‐
」
得
る
こ
と
、
鋪
五
条
に
は
新
領
土
は
一
四
九
四
年
六
月
二
十
日
迄
に
発

見
せ
ら
る
べ
き
と
と
、
を
ど
と
あ
る
条
項
が
同
怠
せ
ら
れ
て
法
皇
の
承
認
を
受
け
、
こ
れ
が
一
五
○
六
年
六
月
二
十
四
日
の
勅

行
わ
れ
ず
、
第
三
条
は
遂
に
空
文
に
終
っ
た
。

害
（
『
皆
一
］
）
と
な
っ
て
発
布
せ
ら
れ
た
。

の
み
な
ら
ず
勅
書
に
示
さ
れ
た
ア
ゾ
ー
レ
ス
島
や
ケ
ー
プ
。
デ
・
ヴ
エ
ハ
デ
烏
の
範
囲
も
惑
判
つ
き
一
り
し
て
お
ら
ず
、

ま
た

，
●
１

、

ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
両
国
の
勢
力
が
、
他
の
半
球
に
於
て
出
辿
ふ
場
合
は
、
紛
糾
が
起
る
虞
が
あ
る
と
懸
念
さ
れ
た
力

と
れ
は
間
も
た
く
事
実
と
た
つ
．
て
顕
わ
れ
た
。

（
未

完
）

と
の
勅
罫
に
よ
り
、
分
割
線
を
如
何
に
引
く
か
と
い
《
ソ
協
議
会
が
開
か
れ
る
こ
と
‐
一
一
怠
っ
て
い
た
が
、
人
員
派
遣
の
と
と
も
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▲
０
Ｆ
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訳
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積
水
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次
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一
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抜
隊
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抜
隊
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法

抜
隊

竜
図

解

抜
隊

竜
凶

解

仏
蘭
西
答
屈
知
幾

仏
蘭
西
人
伝
習
歩
兵
程
式

法
朗
西
歩
兵
程
式
小
隊
篇

仏
蘭
西
令
言
図
解

仏
蘭
西
四
斥
山
砲
伝
習
録

蒲
法
郎
西
号
令
詞

仏
蘭
西
令
言
図
解

法
式
令
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